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巻
の
四
十
八

　
正
月
に
神
社
で
絵
馬
に
願
い

事
を
書
い
て
奉
納
し
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

絵
馬
は
、
も
と
は
生
き
た
馬

を
神
に
捧
げ
て
い
た
も
の
が
立

体
の
馬
形
に
代
わ
り
、
さ
ら
に

は
絵
に
描
い
た
馬
を
代
用
す
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
つ

ま
り
、
絵
馬
に
描
か
れ
た
馬
は
、

神
に
奉
納
さ
れ
る
神
馬
な
の
で

す
。

　
さ
て
、
写
真
の
絵
馬
は
、
邑

久
町
尻
海
の
若
宮
八
幡
宮
に
掛

け
ら
れ
て
い
る
「
繋
馬
図
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
力
強
い

馬
の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
る
か

と
思
い
ま
す
。

 

　
こ
の
絵
馬
は
江
戸
時
代
の
中

頃
、
寛
延
４
（
１
７
５
１
）
年

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
願
主
は

平
野
屋
の
善
次
郎
と
甚
八
、
川

野
屋
の
平
五
郎
と
庄
三
郎
で
、

い
ず
れ
も
尻
海
の
有
力
な
廻
船

問
屋
で
す
。

　
ケ
ヤ
キ
の
一
枚
板
に
豊
富
な

彩
色
を
施
し
た
豪
華
な
作
で
、

額
も
重
厚
な
造
り
に
仕
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
願
主
の
願
い
の

強
さ
と
財
力
が
感
じ
ら
れ
る
絵

馬
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
本
市
に
は
、
県
や
市
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
絵
馬
が

合
計
28
面
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
江
戸
時
代
の
作
品
で
、

瀬
戸
内
市
は
県
内
で
も
有
数
の

「
絵
馬
の
宝
庫
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
絵
馬
と
は
少
し
違
い
ま
す
が
、

長
船
町
土
師
の
片
山
日
子
神
社

に
は
珍
し
い
算
額
も
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。
算
額
と
は
、
日
本

で
独
自
に
発
達
し
た
数
学
で
あ

る
和
算
の
問
題
と
解
答
を
記
し

た
額
で
す
。

　
師
匠
の
入
江
信
順
（
邑
久
町

箕
輪
）
と
そ
の
門
下
生
に
よ
っ

て
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
額
に
は
彫

刻
師
井
上
幽
雪
斎
・
鶴
峰
親
子

（
邑
久
町
尻
海
）
が
豪
華
な
龍

の
彫
刻
を
施
し
て
い
ま
す
。

　
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

市
内
の
絵
馬
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
画
題
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
願
主
の
願
い
や
時
代

の
流
行
が
反
映
さ
れ
、
地
域
色

も
大
変
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、「
尻
海
古
景
図
」

は
、
奉
納
者
の
持
ち
船
を
大
き

く
描
い
た
背
景
に
尻
海
の
風
景

を
描
い
て
お
り
、「
朝
鮮
通
信

使
船
図
」
は
牛
窓
に
立
ち
寄
っ

た
朝
鮮
通
信
使
の
様
子
を
描
い

て
い
ま
す
。

　
県
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い

る
「
欧
風
絵
馬
（
干
将
莫
邪
図
）」

は
、
秋
田
蘭
画
と
呼
ば
れ
る
江

戸
時
代
の
洋
風
画
法
で
描
か
れ

た
も
の
で
す
が
、
画
題
に
な
っ

て
い
る
干
将
と
莫
邪
は
古
代
中

国
の
伝
説
的
な
刀
匠
の
夫
婦
で

す
。
刀
剣
で
有
名
な
備
前
国
の

依
頼
主
に
ち
な
ん
で
、
そ
の
よ

う
な
画
題
を
選
ん
だ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
瀬
戸
内
市
な

ら
で
は
の
題
材
も
あ
り
、
遊
び

心
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
神
社
を
訪
れ
る
際
に
は
、
拝

殿
に
掲
げ
ら
れ
た
絵
馬
な
ど
に

も
目
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
以
外
に
も
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
指
定
文
化
財
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
（
詳
細
は
参
考

文
献
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

【
参
考
文
献
】

『
牛
窓
町
史
資
料
編
Ⅰ
』

『
邑
久
町
史
文
化
財
編
』

『
長
船
町
の
文
化
財
』

絵
馬
に
願
い
を
込
め
る

　 

―
瀬
戸
内
市
内
の
絵
馬
―

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　邑久町公民館図書室　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/
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小川洋子・河合隼雄　著

原田正文　監修

友だちをいじめる子どもの
心がわかる本

　大人が知らない現代社会の「い
じめの構図」。いじめる子、いじめ
に加わる子、いじめられている子、
そして周りの大人たちの心理を徹
底解明した１冊です。

 　ぼくははしごしゃ。ながいはしご
のあるしょうぼうじどうしゃだよ。こ
れからぼくのすごいひみつをおし
えてあげる。ページ３枚分のはしご
車の写真は見応え十分。

後藤　竜二　作
小泉るみ子　絵

おにいちゃん

　３歳のゆうかはお母さんにベタ
ベタしてばっかり。生意気で甘え
ん坊で泣き虫でうるさくて、だけど
たまーにちょっとかわいい妹に振り
回されるお兄ちゃんのお話。

　数々の名作を生み出している小
説家の小川洋子氏と心理学者の
河合隼雄氏が、「心の薬」と言わ
れる物語の効能を深く語り合った
感動的な対談集。

今月のおすすめ本

「繋馬図」絵馬（若宮八幡宮）

富士・鷹・茄子を描いた「初夢図」
絵馬（若宮八幡宮）

上記の本は市内各図書館・室で借りられます。

瀬
戸
内
市
内
の
絵
馬

絵
馬
を
楽
し
も
う
！

片
山
日
子
神
社
の
算
額

瀬戸内市内の文化財指定絵馬一覧

じ
ん 

め

う
ま
が
た

か
ん
え
ん

つ
な
ぎ
う
ま
ず

ゆ
う
せ
つ
さ
い

こ  

け
い

ら
ん 

が

か
ん
し
ょ
う
ば
く
や

し
ん
じ
ゅ
ん

か
く
ほ
う

さ
ん
が
く

横浜市安全管理局　監修

おおきなかがく
　ゴーゴーはしごしゃ

画　題 年代 筆者・奉納者

牛窓神社（牛窓町牛窓）

神仙図

檀渓渡水図

おかげ参りの図

千次神社（牛窓町千手）

繋馬図

若宮八幡宮（邑久町尻海）

八岐大蛇退治図

鬼の首引図

浄瑠璃物語図

伊勢参詣図

住吉大社参詣図

御座船図

黄石公張良図

朝鮮通信使船図

繋馬図

初夢図

義士討入図

尻海古景図

源平合戦図

相撲図（曽我物語）

欧風絵馬（干将莫邪図）

唐美人図

桐鳳凰図

載栄丸図

黄石公張良図

武内宿禰図

繋馬図

弁慶牛若図

繋馬図

桃園三傑図

天明5（1785）

？

文政13（1830）

寛政5（1793）

元禄７（1694）

元禄１７（1704）

元禄～正徳頃

元禄～正徳頃

元禄～正徳頃

宝永８（1711）

正徳４（1714）

正徳４（1714）

寛延４（1751）

宝暦２（1752）

宝暦８（1758）

天明５（1785）

天明７（1787）

天明７（1787）頃

寛政４（1792）

寛政５（1793）

寛政５（1793）

寛政５（1793）

寛政７（1795）

寛政７（1795）

文化３（1806）

文化15（1818）

文政11（1828）

弘化３（1846）

淵上旭江筆、高畠正高・勇女奉納

淵上旭江筆

井上文明筆

岡本豊彦筆

太田暢直筆、万右衛門奉納

与六郎・四郎五良・藤八郎奉納

幽墨斉筆、平野屋善次郎・川野屋平五郎ら４人奉納

大坂阿波座讃岐屋町亀屋奉納

伊勢講組中１４人奉納

平野屋喜八郎・薩摩屋孫次郎奉納

守近筆、藤岡治兵衛ら５人奉納

田代忠国筆、谷野屋仁左衛門・平野屋甚兵衛奉納

岡本豊彦筆

岡本豊彦筆、川野喜兵衛奉納

平野屋伝兵衛奉納

素絢斎筆、金屋藤太夫奉納

素絢斎筆、金屋庄兵衛奉納

水野治助・松井忠和奉納

綿屋藤右衛門奉納

金屋庄左衛門奉納

龍泉筆、願主治兵衛ら８人・大工５人奉納

1819


